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輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
議
会
に
対
す
る
ご
理
解
ご

支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
巳
年
で
、
一
説
に
は
脱
皮
し
て
成
長
す
る
そ
の
姿
か

ら
再
生
や
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
柔
軟
に
発
展
す
る
年
を

象
徴
す
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
早
々
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
改
め

て
自
然
災
害
の
脅
威
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
他
に

も
日
本
各
地
で
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
、

本
市
で
は
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
及
び
防
災
意
識

向
上
の
た
め
、
昨
年
10
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
る
い
話
題
と
い
た
し
ま
す
と
、
本
市
市
制
施
行
七
〇

周
年
を
迎
え
、昨
年
６
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
記
念
式
典
で
は
、

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
盛
大
に
お
祝
い
で
き

ま
し
た
こ
と
は
大
き
な
慶
び
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
陸
上
の
男
子
４
×
１

０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
本
市
出
身
の
栁
田
大
輝
選
手
が
出
場

さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
大
変
誇
ら
し
く
思
い
出
に
残

る
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
変
化
が
速
く
多
様
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
様
々
な

地
域
課
題
も
山
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
果
た
す
べ
き
使
命
と
責
任
を
強
く
自
覚
し
、
市
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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館林市議会　令和７年１月１日（2）

川
村
幸
人

①
一
心
会

②
つ
つ
じ
町
一
一
―
五

③
五
一
―
八
〇
四
五

　市民の皆様の期待と信頼に
お応えして、館林市の発展に
全力で取り組んで参ります。

小
林
但
弥

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
四
一
一
―
四
二

③
七
三
―
八
七
四
〇

　皆さまと共につくる「たて
ばやし」 　今年も、全力で取
り組んで参ります。

池 

森 

の
り
子

①
緑
水
ク
ラ
ブ

②
成
島
町
四
二
七
―
一

③
〇
八
〇
―
九
三
九
五
―
九
七
三
六

　女性の視点を活かし、市民
生活向上と弱者の声を市政に
届けます。

おめでとうございます
副
議
長

飯
島
一
志

①
一
心
会

②
大
島
町
一
五
三
六

③
七
七
―
〇
〇
〇
八

　初心を忘れず、防災・防犯
意識の高いまちづくりに向け
て全力で取り組んで参ります。

岡
野
陽
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ォ
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ラ
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三
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〇
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三
三

　誠心誠意　市民の皆様の利
益最優先で取り組みます。本
年もよろしくお願いします。

堀 
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く
枝

①
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明
党
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一
一
六
六
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〇
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〇
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七
五
四
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〇
七
一
四

　 市民の皆様に寄り添い、
「小さな声を聴く力」で安全
安心な館林を築いて参ります。

岩
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　「たてばやしの宝物を次世
代へ」継受できるように、しっ
かり取り組んで参ります。

野
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ブ
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一
六

セ
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ラ
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３
Ｆ
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　謹賀新年　将来まで安心し
て生活できる明るい館林を目
指してまいります。

田
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団
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一

　市民の声が届く市政を目指
して、できる事を一つひとつ
丁寧に取り組んでまいります。

“年賀状を出すことは禁止となっています”
　公職選挙法により、議員が選挙区内に対し、年賀状等
時候のあいさつ状（自筆による答礼を除く）を出すこと
は禁止となっておりますので、皆様のご理解とご協力の
程よろしくお願いいたします。
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2025年明けまして
柴

田

 

信

①
緑
水
ク
ラ
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②
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ヶ
谷
町
九
八
―
一

③
〇
九
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―
四
五
四
三
―
三
四
〇
二

　謹賀新年　市民の皆様の気
持ちに寄り添い、明るく元気
に頑張ってまいります。
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一
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③
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―
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四
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　常に自己研鑽に励み、一人
の声を大切に市民のための政
策実現に努めます。

権
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弘

①
緑
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ク
ラ
ブ

②
日
向
町
九
七
〇
―
三
二

③
七
二
―
九
九
五
八

　子どもたちに誇れる、子ど
もたちが誇れるまちを目指し、
ブレずに想いをつなぎます。

斉
藤
貢
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フ
ォ
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ラ
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議
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③
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①
無
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②
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③
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〇
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九
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遠
藤
重
吉

①
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ク
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②
赤
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本
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二
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③
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五
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野
村
晴
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①
緑
水
ク
ラ
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八
八
―
一

③
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二
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一
三
五
四

本年も
よろしく
お願いいたします

2025年　元旦

写
真
は
各
頁
ご
と
に

右
か
ら
左
へ
議
席
順

と
な
り
ま
す
。

①
所
属
会
派
又
は
党
派

②
住
所

③
電
話
番
号

　市政へのチェック、効果的
な提案型の議会活動を継続し、
今年も地道に働きます。

　“暮らしを守り、平和を守る”
みなさんの声を市政に届け、
今年もがんばります。

　時代遅れの行財政運営を止め。
時代に合った行財政運営、給食
費無料化・体育館の冷房化

　本年は昭和百年の節目の年。
本年も“平常心”で過ごせれ
ばと思っています。

　「人づくりはまちづくり」初
心を忘れず、責任ある市政と
未来へ向け全力で頑張ります。
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◇市議会各委員会・一部事務組合等議会議員・各種機関委員名簿 市議会
選　出（　　）
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○
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一
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会
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（◎印委員長・○印副委員長・☆印会派代表者）
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